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D
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標
高

２
、５
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m
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タ
イ
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Architects' Regional
Council of Asia

：

１
９
６
９
年
創
設

チ
ェ
ン
マ
イ
は
バ
ン
コ
ク
の
北
方
約
７
２
０
キ
ロ
に
位
置
す
る
タ
イ
第
２
の
都
市
で
あ
る
。「
北
方
の

バ
ラ
」
と
も
称
さ
れ
る
美
し
い
古
都
と
し
て
名
を
馳
せ
る
。
１
２
９
６
年
に
ラ
ー
ン
ナ
ー
王
朝＊

２

初
代
マ
ン

ラ
ー
イ
王＊

３

に
よ
り
新
首
都
と
し
て
ピ
ン
川
河
畔
に
建
設
さ
れ
、
タ
イ
北
部
の
言
葉
で
「
新
し
い
街
」
を
意

味
す
る
「
チ
ェ
ン
マ
イ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
以
来
、
こ
の
地
域
の
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
と
交

流
し
な
が
ら
、
建
築
や
仏
像
の
様
式
、
言
葉
や
料
理
、
工
芸
の
分
野
な
ど
で
「
ラ
ー
ン
ナ
ー
文
化
」
と
称

さ
れ
る
タ
イ
北
部
独
自
の
文
化
・
伝
統
が
育
ま
れ
て
き
た
。
現
在
で

も
伝
統
工
芸
を
ベ
ー
ス
に
タ
イ
芸
術
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。
周

辺
は
タ
イ
最
高
峰
ド
イ
・
イ
ン
タ
ノ
ン＊

４

等
の
峰
々
が
連
な
る
緑
豊
か

な
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
乾
季
（
11
月
〜
１
月
）
は
平
均
気
温
が
約

25
℃
と
平
野
部
よ
り
過
ご
し
や
す
く
、
避
暑
地
と
し
て
も
大
変
人
気

が
あ
る
。

四
方
お
よ
そ
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
堀
と
城
壁

に
囲
ま
れ
た
旧
市
街
に
は
、
多
く
の
由
緒
あ
る
寺
院
が
点
在
し
て
い

る
。
最
も
大
き
く
格
式
の
高
い
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
ワ
ッ
ト
・
プ

ラ
シ
ン
は
、
１
３
４
５
年
に
建
立
さ
れ
た
。
旧
市
街
の
中
央
に
あ
る

壮
大
な
ワ
ッ
ト
・
チ
ェ
デ
ィ
ル
ア
ン
、
ワ
ッ
ト
・
ム
ー
ン
グ
ン
コ
ン
の
本
堂
等
が
、
ラ
ー
ン
ナ
ー
王
朝
を

代
表
す
る
建
築
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
チ
ェ
ン
マ
イ
は
ラ
ー
ン
ナ
ー
王
朝
の
首
都
と
し
て
発

展
を
遂
げ
、
16
世
紀
半
ば
に
は
ビ
ル
マ
の
属
国
と
な
っ
た
が
、
征
服
者
は
引
き
続
き
チ
ェ
ン
マ
イ
を
首
都

と
し
た
。
18
世
紀
後
半
に
は
、
ラ
ー
ン
ナ
ー
地
域
は
内
乱
状
態
に
陥
り
１
７
８
０
年
ま
で
に
チ
ェ
ン
マ
イ

は
疲
弊
し
瓦
礫
と
化
す
。
そ
の
後
、
カ
ー
ウ
ィ
ラ
は
18
世
紀
末
に
、
同
地
に
残
っ
て
い
た
ビ
ル
マ
勢
を
一

掃
し
、
か
つ
て
の
古
都
を
再
興
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
チ
ェ
ン
マ
イ
を
構
成
す
る
骨
格
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
タ
イ
の
古
都
で
、
私
た
ち
は
数
多
く
体
験
し
た
国
際
会
議
の
な
か
で
も
、
最
も
印
象
に
残

る
す
ば
ら
し
い
会
議
環
境
を
共
有
し
た
。
ア
ジ
ア
の
19
か
国
か
ら
な
る
ア
ジ
ア
建
築
家
評
議
会＊

７ 

（
ア
ル
カ
シ
ア
：A

R
C

A
SIA

）
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
特
に
記
憶
に
残
る
の
が
理
事
会
で
あ
っ
た
。
旧

市
街
地
に
隣
接
す
る
ピ
ン
川
に
面
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
会
場
だ
っ
た
が
、
そ
の
緑
陰
が
豊
か

な
屋
外
の
庭
園
に
会
議
場
を
設
え
、
木
漏
れ
日
を
防
ぐ
た
め
に
色
と
り
ど
り
の
唐
傘
が
用
意

さ
れ
た
（
写
真
77
─

２
、３
）。
陽
が
動
く
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
た
ち
が
傘
を
移
動
し
て

く
れ
る
。
そ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

木
々
を
通
り
抜
け
る
心
地
よ
い
川
風
を
感
じ
つ
つ
、
東

南
ア
ジ
ア
で
は
得
て
し
て
寒
す
ぎ
る
エ
ア
コ
ン
に
煩
わ

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
い
つ
に
な
く
柔
ら
か
い
空
気
が

支
配
す
る
美
し
い
会
議
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

｜
第
77
編
｜ 

碁
盤
の
目
の
古
都
、
チ
ェ
ン
マ
イ＊

１

写真72-3 旧市街地にあるホテル

写真77-2 日除け傘

写真77-3 屋外のARCASIA理事会

写真77-4 屋外会議場の設え
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